
　昨年の同時期の町長日誌において、「降雪が

ありません。日南町らしくありません。先輩諸

氏に聞いてもこんな年は初めての経験だ。とい

う声を聞きます。」と書かせてもらいました。

今年はどうでしょうか。更に降雪は少なく、初除雪は

２月になってからということになりました。気温も高

め２年連続の気候であり、今後の気候が今までの通説

とは違ってくるかもという思いにならざるを得ないと

考えています。

　約70年前になりますが、役場にも掲示してあります

井上靖の「高原」の詩の一節に詠われている「いかな

る時代が来ようと、その高原の一角には、年々歳々、

静かな白い夏雲は浮かび、雪深い冬の夜々は音もなく

めくられてゆくことであろう」という冬景色はあまり

見られなくなるのでしょうか。

　こうした気候変動による現象は様々なところで起き

てくることでしょう。日南町からできることをこれか

らも実践したいと思います。

（令和２年１月16日～令和２年２月15日受付分）

令和２年１月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 2,010 （± 0）  ■人 口  4,498 （± 0）
■    男 2,116 （± 0）  ■　  女  2,382 （± 0）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

吉　川　壽美惠　　 87歳　　　 笠　木

智　下　命　明　　 91歳　　　 神　福

福　原　貞　　　　 93歳　　　 上萩山

宮　本　春　美　　 91歳　　　 菅　沢

山　形　隆　康　　 90歳　　　 生　山

曆　利　忠　雄　　102歳　　　 矢　戸

山　根　俊　夫　　 77歳　　　 湯　河

青　戸　清　野　　 94歳　　　 上萩山

笹　間　ま　き　　 87歳　　　 　霞

西　村　安　子　　 88歳　　　 笠　木

吉　原　稻茂榮　　 91歳　　　 新　屋
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